
将来不安の少ない北欧の出生率と対策 
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北欧諸国（スウェーデン、ノルウェー、フィンランド、デンマークなど）は、将来不安が比較的少ない

国とされる一方で、少子化問題には依然として直面しています。とはいえ、**多くの面で「出生率

維持のための政策先進国」**でもあり、日本との比較から多くを学ぶことができます。 

    北欧の出生率（2023年頃の目安） 

国 合計特殊出生率（TFR） 備考 

🇫🇮 フィンランド 約 1.32 一時回復したがコロナ後に再低下 

🇸🇪 スウェーデン 約 1.45 2010年前後は 1.9まで回復した実績あり 

🇳🇴 ノルウェー 約 1.41 近年はやや低下傾向 

🇩🇰 デンマーク 約 1.55 欧州の中では高めを維持 

※日本は 2023年で約 1.20（過去最低） 

         北欧の少子化対策の柱（＝将来不安の少なさを支える仕組み） 

1.         育児・出産支援の充実（費用・制度・時間の全方位） 

• 出産・育児費用はほぼ無料（医療・保育含む） 

• 男女ともに育児休業が長く取りやすい（例：スウェーデンは父親にも最低 90日取得を義

務） 

• 柔軟な労働時間制度（時短勤務、在宅も制度化） 

2.       保育・教育の公的保証 

• 保育園の待機児童はほぼゼロ 

• 保育料は所得に応じた上限あり（低所得は無料、上限あり） 

• 教育は大学まで学費無償＋生活費支援あり 

3.         家族の多様性を尊重 

• 事実婚、同性カップルも法的保護 

• 選択的夫婦別姓は当たり前 



• 子供の福祉を重視しており、「戸籍」「婚姻」にこだわらない 

4.      社会保障と雇用の安定 

• 医療、年金、教育などの生活インフラが国家保証 

• 雇用の「安心」と「柔軟」を両立（いわゆるフレキシキュリティ） 

5.        政治的な透明性と信頼 

• 汚職が少なく、政治・行政への信頼が高い 

• 議論を通じた「合意形成」が文化として根付いている 

🇯🇵 日本との対比で浮かび上がる課題 

項目 北欧 日本 

育児休業 男女取得、長期、賃金保証 女性中心、取得しにくい雰囲気 

保育園 必ず入れる 待機児童、質の地域差 

教育費 大学まで無償＋支援あり 高額、奨学金は借金 

事実婚・別姓 法的保護あり、当たり前 法的保護なし、選択的夫婦別姓も未実現 

雇用と生活保障 安心感高い 雇用不安定、老後不安大 

            結論：出生率維持には「制度＋文化＋信頼」の三位一体が不可欠 

出生率は「子供を産みたいかどうか」の個人の選択の集積です。 

北欧では、国が「産みたい」を支える環境を本気で整備してきたために、一定の出生率を維持して

きました。 

日本がそれを追いつくには… 

• 制度の本気の改革（子ども予算倍増、男女平等） 

• 多様な家族の法的承認（別姓、事実婚など） 

• 政治と行政への信頼再構築 
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